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真
の
こ
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ば
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真
の
こ
と
ば

写
真
の
こ
と
ば

写
真
の
こ
と
ば
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の
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今
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の
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今
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の
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容
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の
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容

１１月１９日、教育文化センター「みらい」で、みらい
の教育フォーラムが開催され、市内の小・中学校で行われ
ている取り組みについて、代表校の発表が行われました。
泉小学校６年２組の皆さんによるミニ公開授業では、

生徒たちがサンタクロースにふんしたＡＬＴとともに体
を動かし、笑顔で英語活動に取り組む姿が見られました。
また、ＡＬＴのイーサン先生が子供のころのクリスマス
の思い出を語り、会場はひと足早いクリスマス雰囲気に
包まれました。
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○
特
別
職
と
し
て
永
年
勤
続
さ
れ
た
方

元
収
入
役

小
暮
　
惇
夫

○
行
政
委
員
会
委
員
と
し
て
永
年
勤
続
さ

れ
た
方

教
育
委
員
会
委
員

鏡
　
　
ス
ミ

○
附
属
機
関
の
委
員
等
と
し
て
永
年
勤
続

さ
れ
た
方

学
校
医

柳
田
　
　
泰

社
会
教
育
委
員

渡
辺
　
　
宏

元
体
育
指
導
委
員

望
月
　
和
義

同
　
　
　
　
　
　
　

小
島
　
　
豊

体
育
指
導
委
員

玉
木
　
民
雄

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

長
谷
川
英
世

元
公
民
館
長

筑
肱
　
金
次

同
　

田
　
克
己

11
月
３
日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、「
市
制
施

行
57
周
年
・
文
化
の
日
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
式
典
で
は
、
本
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
市
民
功
労
の
３
人
と
１
団
体
を
含

め
、
41
人
、
25
団
体
が
表
彰
さ
れ
、
横
田
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

公
民
館
長

金
子
　
昌
司

元
図
書
館
協
議
会
委
員

森
　
　
健
一

○
市
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
及
び
団
体

自
治
会
長

堀
口
　
信
次

同

大
山
　
　
弘

同
　

佐
々
木
賢
也

自
治
会
　

田
町
区
自
治
会

同
　
　
　

持
田
砂
原
自
治
会

同
　
　
　
　

三
井
砂
原
自
治
会

同
　
　
　
　

谷
郷
小
橋
団
地
自
治
会

同
　
　
　
　

富
士
見
西
部
自
治
会

同
　
　
　

須
加
第
十
一
区
自
治
会

同
　

一
持
田
北
自
治
会

同
　

一
持
田
南
自
治
会

同
　

持
田
西
自
治
会

同
　

つ
る
ま
き
自
治
会

同

青
葉
自
治
会

元
納
税
貯
蓄
組
合
長
　

故

岡
島
　
　
清

納
税
貯
蓄
組
合
長
　

中
野
　
文
作

同
　

遠
藤
　
修
平

納
税
貯
蓄
組
合
　

南
町
納
税
貯
蓄
組
合

同
　
　

第
一
斎
条
下
組
納
税
貯
蓄
組
合

同

長
野
橋
場
納
税
貯
蓄
組
合

同
　
　
　
　
　
　
荒
木
新
堀
納
税
貯
蓄
組
合
　

同
　

須
加
久
保
内
納
税
貯
蓄
組
合

同
　

下
忍
中
部
納
税
貯
蓄
組
合

統
計
調
査
員

白
鳥
　
善
子

同
　
　
　
　
　

中
野
久
美
子

同
　
　
　
　
　
　

関
口
　
　
明

○
教
育
・
文
化
及
び
体
育
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
た
方
及
び
団
体

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
　

田
口
　
英
樹

野
球
連
盟
会
長

大
澤
　
　
夫

地
区
体
育
協
会
会
長
　

田
　
豊
彦

体
育
協
会
副
理
事
長
　

園
田
佳
代
子

地
区
体
育
協
会
　

荒
木
地
区
体
育
協
会

○
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
方

保
護
司
　

保
倉
　
忠
明

同
　
　
　

今
野
　
　
司

同
　
　
　

鈴
木
　
養
平

民
生
児
童
委
員
　

野
　
清
一

同
　
　
　
　
　
　

中
野
　
一
郎

同
　

田
中
　
明
子

同
　
　
　
　
　
　

今
村
　
千
里

同
　
　
　

野
村
　
房
子

○
産
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

元
行
田
農
産
物
直
売
所
利
用
協
議
会
会
長

為
ヶ
井
光
三
郎

○
公
共
土
木
施
設
の
維
持
改
善
に
貢
献
さ

れ
た
方

地
区
道
路
河
川
愛
護
会
会
長
　
横
田
　
尚
彦

○
公
益
の
た
め
多
額
の
金
品
を
寄
附
さ
れ

た
方

野
口
　
英
昭

江
森
　
光
三

○
そ
の
他
特
に
表
彰
に
値
す
る
団
体

防
災
訓
練
参
加
　

忍
地
区
自
治
会
連
合
会

同
　
　
　
　
　
　
星
河
地
区
自
治
会
連
合
会

○
公
益
の
た
め
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
方
及

び
団
体

龍
前
　
　
隆

財
団
法
人
忍
郷
友
会

行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

行
田
市
防
火
安
全
協
会

行
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

表
彰
状
贈
呈
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

感
謝
状
贈
呈
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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功労の事績
氏は、昭和５１年から現在までの永き

にわたり、市内において医療活動に精

励し、市民から深く信頼・敬慕される

とともに、医師としての高い見識と社

会奉仕の精神をもって、医師会および

行政に関する数多くの公職を歴任し、

市民の保健衛生の充実・促進のみならず、多方面にわたり地

域医療の発展に多大な貢献をされています。

北小学校や桜ヶ丘小学校の学校医として、児童の健康診断

をはじめとする学校保健衛生事業の推進に力を注いでいるほ

か、平成１０年から８年間、行田市医師会長として医道の高

揚、医学および医術の発展並びに公衆衛生の向上を図り、福

祉医療の増進に寄与するとともに、平成１８年３月から現在

まで、埼玉県医師会代議員議長として、精力的な活動を続け

ています。また、行田市健康づくり推進協議会会長および行

田市予防接種健康被害調査委員会委員としても活躍し、本市

における医療保健制度の充実推進に貢献しています。

さらに、行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策

定委員として、計画の策定に関与されたほか、地域包括支援

センター運営協議会委員としても活躍されています。このほ

か、平成１６年から毎年、医師会主催による市民フォーラム

を開催し、医療の現状や関連知識をＰＲすることにより、開

かれた医療の具現化に努めるとともに、市民の疾病予防や健

康づくりに貢献をされています。

福祉功労表彰 田谷
た や

元佑
もとすけ

氏

功労の事績
氏は、責任感と優れた見識、実行力

をもって、永年にわたる行田市交通安

全協会の運営をはじめ、行政とも連携

した各種交通安全対策事業の推進など

を通じて、交通安全の確保および思想

普及に尽力され、市民が安全で安心し

て暮らすことができる地域社会の実現に多大な貢献をされま

した。

４８年間の永きにわたり、行田市交通安全協会の運営に携

わり、平成５年からは会長として、また、平成９年からは埼

玉県交通安全協会理事などの要職を歴任するなど、市民の交

通安全の確保およびその思想普及に貢献されました。この間、

新入学児童に対するランドセルカバーの贈呈事業により、児

童の交通事故防止を図るとともに、平成６年からは重点施策

として「交通安全の波」を広げるため、「セーフティ・ウェ

ーブ作戦」と名づけた交通安全運動を各関係機関と協力して

推進してきました。また、平成５年からの１３年間にわたり、

行田市交通安全対策協議会の委員として、市内の関係機関、

関係団体が実施する各種交通安全対策の調整、協議にあたり、

交通道徳の普及高揚を積極的に推進されました。

さらに、平成１８年４月からは、埼玉県地域交通安全活動

推進委員協議会の副会長として、地域の交通安全に対する県

民の理解を深めるための交通安全運動を推進するとともに、

各種対策実施にあたり、委員の先頭に立って、交通秩序の確

立と交通事故の撲滅に尽力されました。

自治功労表彰 高橋
たかはし

正
まさ

治
じ

氏

功労の事績
氏は、日本舞踊を中心とした芸術文

化活動の振興に努めるとともに、社会

教育・生涯学習事業の企画運営と実践

を通じて、本市の教育文化の向上に大

きな貢献を果たしています。

行田日本舞踊連盟会長として永年、

日本舞踊の指導・普及に努める傍ら「伝統文化こども教室」

事業の企画運営に取り組み、日本舞踊の体験・習得を通し、

子供たちの歴史、伝統、文化に対する関心や理解の高揚、豊

かな人間性の涵養
かんよう

実現に尽力されています。昭和５２年から

行田市文化団体連絡協議会理事として、また、平成１２年から

は行田市文化団体連合会の副会長として、各種文化団体の連

携調整を図るとともに、行田市文化祭をはじめ各種芸術文化

活動事業の運営、実施に力を注いでいます。特に、今年で９

回目を数える「ときめきレインボーフェスティバル」では、

第１回の開催から実行委員長として携わり、文化団体の活動

の成果を発表する場を築くとともに、広く市民に芸術鑑賞の

機会を提供し、市民文化の高揚を図っています。

さらに、長年行田市社会教育委員として、日ごろの芸術活

動を通して得られた実践成果を生かし、社会教育・生涯学習

事業の企画や運営に対し高い見識をもって助言立案などを行

い、本市の目指す「個性あふれる文化都市」実現のために多

大な貢献を果たしています。

文化功労表彰 大澤
おおさわ

由
よし

子
こ

氏

功労の事績
行田浮き城まつり実行委員会は、中

心商店街の活性化および地域のコミュ

ニティを深めるために祭りの開催は必

要不可欠であるとの地元の声に応え、

平成３年以来中断していた「行田だん

べ祭り」の再生を目指して、市内勤労

者を中心として平成６年に設立され、

現在の「行田浮き城まつり」に名称を改め再スタートしまし

た。以来、十余年の永きにわたり、産業発展と街の活性化は

もちろんのこと、地元の伝統文化を継承しつつ、新たな地域

文化の土壌づくりを推進するために不断の活動を重ね、「浮

き城のまち行田」を代表する祭りとして現在に至っており、

実行委員会の功績は誠に多大なものがあります。

国道１２５号線を中心に繰り広げられるこの祭りには、毎

年、行田市民のみならず、近隣市町村を始め、県内外からも

多くの観光客が訪れて年々盛大となり、本市を代表する祭り

のひとつとなっています。近年では、５万人を超える人出で

にぎわい、商店街の活性化はもとより、産業発展にも大きな

役割を果たしています。このように、実行委員会の活躍は、

地域のコミュニティ活動を通じて、地域の中に郷土愛、連帯

感、協調性を生み、伝統文化の継承や後継者の育成により、

本市の産業発展と街の活性化にもたらした成果は大きなもの

があります。実行委員長以下スタッフが一丸となって、この

祭りの先頭となり、再生定着させた功績は誠に顕著であり、

永年にわたる継続は他の模範となっています。

産業功労表彰 行田浮き城まつり実行委員会

市 民 功 労市 民 功 労

高橋　弘行 会長
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１ 寝 室
就寝に使用する部屋の天井または壁面に設置します。

2 階 段
就寝に使用する部屋がある階の階段の踊り場の天
井または壁面に設置します。（ただし、避難階（1階
など容易に避難できる階）の階段は除く）

消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
全
国
一
律
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

設
置
お
よ
び
維
持
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
政
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
行
田

市
火
災
予
防
条
例
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
る
背
景

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
９
割

は
、
住
宅
で
発
生
し
、
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
は
全
国
で
年
間
１
千
人
を
超

え
、
死
に
至
っ
た
原
因
の
７
割
が
「
逃

げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

火
災
に
よ
る
煙
を
感
知
し
て
、
自
動

的
に
警
報
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
、
い
ち
早
く

火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

○
ど
の
よ
う
な
建
物
が
対
象
に
な
る
の
か

戸
建
住
宅
、
長
屋
住
宅
、
共
同
住
宅

等
（
自
動
火
災
報
知
設
備
な
ど
が
設
置

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
は
免
除
）
に
設
置
が
必
要

で
す
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付
け
場
所
は

寝
室
お
よ
び
寝
室
の
あ
る
階
の
階
段

部
分
（
た
だ
し
、
１
階
な
ど
容
易
に
避

難
で
き
る
階
は
除
き
ま
す
）

※
台
所
に
つ
い
て
は
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付
け
位
置

天
井
に
取
り
付
け
る
場
合
は
、
壁
ま

た
は
梁は

り

か
ら
０
・
６
メ
ー
ト
ル
以
上
離

す
。壁

面
に
取
り
付
け
る
場
合
は
、
天
井

か
ら
下
方
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、

50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
高
さ
で
あ

る
こ
と
。

※
い
ず
れ
も
換
気
扇
や
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
吹
き
出
し
口
か
ら
１
・
５
メ
ー
ト

ル
以
上
離
し
ま
す
。

○
い
つ
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か

新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か

ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

既
存
住
宅
は
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で

に
設
置
が
必
要
で
す
。（
火
災
の
早
期
発
見

に
よ
り
、
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
）

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

５
５
６
│

３
０
０
５
ま
た
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
相

談
室

フ
リ
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イ
ヤ
ル

０
１
２
０
│

５
６
５
│
９
１
１

受
付
時
間
は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
正
午
〜
午
後
１
時

を
除
く
）（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
休
み
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
義
務
付

け
を
契
機
と
し
て
不
適
正
な
価
格
（
市
場

価
格
を
超
え
る
高
額
な
価
格
）
に
よ
る
訪

問
販
売
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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歳末たすけあい募金にご協力を１２月１０日から１６日までは

｢北朝鮮人権侵害問題
啓発週間」です

今年も１２月１日から「みんなでささえあうあったかい

地域づくり」をスローガンに、慰問金をお贈りしたり、さ

まざまな福祉事業を展開するために、歳末たすけあい募金

運動を実施します。

社会福祉活動の発展と振興をより一層強く支えるために、

皆さんのあたたかいご協力をお願いします。

問い合わせ 埼玉県共同募金会行田市支会（総合福祉会

館内） ５５７―５４００

「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵

害問題への対処に関する法律」がこのたび制

定され、啓発週間が定められました。

拉致問題の実態は、いまだ解明されていま

せん。この問題の解決のためには、国民世論

の盛り上がりが大変重要です。

市民の皆さんには、啓発週間を機に拉致問

題に対する関心を一層高めていただくようお

願いします。そして、市民一人ひとりの強い

意志を北朝鮮に伝え、拉致問題を解決してい

きましょう。

問い合わせ 人権推進課（内線２２１）ま

たは県福祉部社会福祉課 ０４８―８２４―

３２７０

消火器のいたずらに注意

最近、本市が設置した街角消火器、共同住宅や夜間無人

となる倉庫などに設置してある消火器の消火薬剤がまかれ

るなどのいたずらが多発しています。

消火器がいたずらされたままですと、初期消火活動が有

効に行えず、大火災になる恐れが高くなります。いたずら

されたり、捨てられたりした消火器や不審者を見かけたら、

警察署または消防本部まで連絡してください。

問い合わせ 消防本部予防課 ５５６―３００５

来春完成予定の男女共同参画推進センターの愛称が「ＶＩ
ビ
ＶＡ
バ
ぎょうだ」に決まりました。

多くの市民の皆さんから応募をいただき、一つひとつの作品を慎重に審査した結果、すでに男女共
同参画情報紙の名前として親しまれているこの作品に決定いたしました。
「ＶＩＶＡ」とは、「VIVIDなIDENTITY VIVIDなAMENITY（はつらつとした個性、はつらつと

した社会）の頭文字をとったものです。また、スペイン語で「ＶＩＶＡ」は「生き生きとしている」
という意味もあります。
たくさんのご応募、本当にありがとうございました。

最優秀作品

「ＶＩＶＡぎょうだ」 富田　祐子さん（佐間）

優秀作品

「 き・ら・ら　」 荻原　玲子さん（南河原）

「 の　ぞ　み　」 加藤三紀雄さん（棚田町）

応募結果　応募者数…………２９人

応募作品総数…１３２件

問い合わせ 企画政策課男女共同参画担当（内線３１２）

愛称の決まった男女共同参画推進センター完成予想図
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勤労者住宅資金貸付 埼玉県の勤労者向け融資制度

市内に居住するために土地や建物を購入する勤

労者の方に対し、必要な資金の貸し付けを行って

います。

貸付内容

対象

・市内に居住している、またはこれから居住しよ

うとする勤労者の方

・同一事業所に２年以上勤務している方

・２０歳以上５１歳未満の方

・世帯の月収が返済月額の５倍以上ある方で、返

済しながら生活できる方

・市税を完納している方

問い合わせ 商工観光課（内線３８３）

【勤労者支援資金】

※利率は改正することがありますので事前にご確認ください。
※別途、保証料（０.６～０.８%）が必要です。
※申し込みにあたっての要件と中央労働金庫の審査があります。

問い合わせ 県勤労者福祉課 ０４８－８３０－４５１８

製造事業所の皆さんへ
統計調査にご協力ください

平成１８年工業統計調査を１２月３１日現在で行います。調

査の実施に当たっては、１２月から平成１９年１月にかけて調

査員がお伺いします。

なお、調査票に記入していただいた内容については、統計法

に基づき秘密が厳守されますので、正確な記入をお願いします。

問い合わせ 企画政策課統計担当（内線３１０）

有　担　保 無　担　保

貸付金額 １,０００万円以下 ３００万円以下

貸付利率
変動２.２６５％
（上限５.０％）

変動３.１１５％

貸付期間
２５年以内

（３００万円以下の
融資は１５年以内）

１５年以内

保　　証
(財)埼玉県労働者信用基金協
会の保証、または弁済能力の
ある連帯保証人1人以上

(財)埼玉県労働者
信用基金協会の保証

限　度　額　対　象　資　金 利　率

１００万円応急資金（災害、事故、傷病、賃金遅払いなどにより必要な資金の貸し付け） ２.２％

１００万円一般生活資金（出産、結婚、育児、高利貸し借換などにより必要な資金の貸し付け） ２.５％

２００万円補修資金（住宅の補修に必要な資金の貸し付け） ２.９５％

２００万円教育資金（高校、大学などの入学金、授業料などの教育に必要な資金の貸し付け） １.９％

１００万円失業資金（失業により必要となった求職活動中の生活資金の貸し付け） １.９％

優
良
産
業
従
業
員

39
人
を
表
彰

優
良
産
業
従
業
員

39
人
を
表
彰

11
月
９
日
に
、
本
市
の
産
業
の
振
興

発
展
に
寄
与
し
た
優
良
産
業
従
業
員
を

表
彰
す
る
、
行
田
市
優
良
産
業
従
業
員

表
彰
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

同
一
事
業
所
に
30
年
以
上
勤
務
さ
れ
て

い
る
、
次
の
永
年
勤
続
者
39
人
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（

順
不
同
、
敬
称
略
）横田市長から受賞者に表彰状が手渡されました

岩
崎
電
気
株
式
会
社
埼
玉
製
作
所

今
村
嘉
男
・
佐
藤
昌
彦
・
須
永
和
久

瀬
山
道
雄
・
長
嶋
睦
夫
・
西
舘
敏
男

大
野
建
設
株
式
会
社

坂
本
道
雄

小
川
工
業
株
式
会
社

木
村
博
昭
・
田
中
繁
夫
・
長
浜
　
潔

株
式
会
社
清
水
ア
ー
ネ
ッ
ト

小
林
慎
一

新
輝
合
成
株
式
会
社
埼
玉
工
場

安
久
井
謙
二
・
大
塚
英
治
・
佐
藤
秀
雄

中
村
加
代
子
・
並
木
淳
一
・
山
崎
綱
友

電
元
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

関
口
義
明

株
式
会
社
東
京
軽
合
金
製
作
所

石
島
裕
之
・
柿
沼
　
明
・
高
澤
　
清

ト
ヨ
ク
ニ
電
線
株
式
会
社
埼
玉
事
業
所

大
久
保
祐
喜

明
和
グ
ラ
ビ
ア
株
式
会
社

大
久
保
政
司
・
大
谷
達
郎
・
狩
野
陽
一

倉
田
比
等
志
・
鈴
木
清
二
・
田
村
東
五

藤
間
　
勇
・
平
野
　
通
・
藤
井
　
清

藤
井
恒
雄
・
細
井
　
栄
・
溝
端
巳
喜
雄

本
山
尚
男
・
森
戸
政
芳
・
吉
岡
　
彰

吉
田
孝
道
・
脇
　
昭
憲

▼
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
商
工
係
（
内
線
３
８
３
）
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行田市市民意見募集手続要綱（案）についての意見募集

市の政策などを決定するときに、市民の皆さんからの意見を募集する手続きを定めた「行田市市民意見募集

手続要綱」を作成するため、要綱（案）を公表し、意見を募集します。

公表時期および意見募集期間 １２月１１日（月）～平成１９年１月９日（火）

公表方法 市ホームページおよび企画政策課または市政情報コーナーで閲覧可能です。

意見の提出方法 企画政策課へ持参していただくか、郵送、ＦＡＸまたはＥメールの

いずれかで提出してください。（郵送〒３６１―８６０１行田市本丸２―５、ＦＡＸ５５３

―１３５５、Ｅメール kikakuseisaku@city.gyoda.lg.jp）

問い合わせ 企画政策課企画担当（内線３０９）

行田市次世代育成支援行動計画は、健やかに子どもを生み育てることができるよう、地域での子育て支援、

親子の健康確保、仕事と家庭の両立などの環境づくりへの取り組みを集中的･計画的に進めるために平成１７年

３月に策定しました。平成１８年１月１日の合併に伴いこの計画の内容を見直し、計画の一部を次のように変更

したのでお知らせします。

①ひとり親家庭の自立支援の推進を図るための施策を盛り込み、この計画を「母子家庭及び寡婦自立促進計画」

も兼ねたものとしました。

②重要施策のうち目標事業量を定めた１２項目について、旧市村の数値の統合などを行いました。

このうち目標事業量について、この事業量に対する平成１８年１０月１日現在の進ちょく状況と合わせ、次の

とおり公表します。

○目標事業量を定めた施策 平成１８年１０月１日現在

※は年間利用可能数

その他 「行田市次世代育成支援行動計画」は、市ホームページ(市政情報)でご覧になれます。

問い合わせ 子育て支援課子育て支援担当（内線２６２）

施　　策　　名 目標事業量 達成率（％）現在の数

１ 通常保育事業 １,３０５人 ８６定員１,１２０人

２ 延長保育事業 ２４４人 ６６定員 １６０人

３ 子育て短期支援事業（トワイライト事業） ４人：１カ所 １００４人：１カ所

４ 休日保育事業 ２０人：２カ所 ５０１０人：１カ所

５ 放課後児童健全育成事業 ５２０人：１２カ所 ８７４５０人：１０カ所

６
乳幼児健康支援一時預かり事業
（病後児保育）（施設型）

９人：２カ所
※（２,２１０人／年）

４４４人：１カ所

７ 子育て短期支援事業（ショートステイ事業）
４人：１カ所

※（１,４６０泊／年）
１００４人：１カ所

８ 一時保育事業
１９人：２カ所

※（５,５５０人／年）
８４１６人：２カ所

９ 特定保育事業
１０人：１カ所

※（３,０００人／年）
０実施なし

１０ ファミリーサポートセンター事業 ３００人：１カ所　 ４４会員数 １３１人：１カ所

１１ 地域子育て支援センター事業 ５カ所 ６０３カ所

１２ つどいの広場事業 ３カ所 ００カ所
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市役所および関連施設の年末年始の休業・休館・運休期間
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郷土博物館休館日のお知らせ

１２月２１日（木）・２２日（金）は館内整理のため休館

します。

問い合わせ 同館 ５５４―５９１１

年末納税窓口の開設

税務課収納係では、年末納税窓口を開設します。同

時に納税相談も受け付けします。ぜひご利用ください。

日時 【夜間納税窓口】１２月２５日（月）～２８日

（木）午後５時１５分～７時　【休日納税窓口】１２月

２９日（金）～３１日（日）午前８時３０分～午後５時１５

分　 場所 税務課収納係１２番窓口　 問い合わせ

税務課収納係（内線２３６・２３７）

ご利用ください　
国民健康保険税の「申告用税額計算書」

確定申告・市県民税申告において社会保険料控除に

計上する、平成１８年分国民健康保険税の納税額を記載

した「申告用税額計算書」を発行しています。

必要な方は、運転免許証・保険証などの身分証明書

をご持参のうえ市役所税務課１４番窓口へお越しいただ

くか、電話でお申し込みください。窓口ではその場で

発行することができますが、電話の場合にはご自宅に

郵送しますので、お早めにご連絡ください。

なお、電話では本人確認ができないため、口頭によ

る回答やご自宅以外への送付は行っていませんのでご

了承ください。

問い合わせ 税務課市民税係（内線２３１･２３２）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新

た
に
加
わ
り
ま
し
た
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
や
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
献
立
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

献
立
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
、
保
護
者
の
方
々
に
も
給
食
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
そ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
を
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

写
真
を
見
な
が
ら
、
家
族
み
ん
な
で
給
食
の
話
な
ど
を
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
行
田
産
の
野
菜
や
果
物
な
ど
に
も
関
心
を
持
ち
、
地

元
へ
の
愛
着
を
深
め
る
た
め
、
地
場
産
物
の
使
用
状
況
な
ど
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

５
５
３
―
１
１
１
４

その日のメニューの写真を見ることができます　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

給
食
の
献
立
が
見
ら
れ
ま
す

固定資産税・都市計画税は、
毎年１月１日現在の登記簿上の
名義人に課税されます。
このため、年内に売買などを

行っても、所有権移転などの登
記が済んでいない場合には、前
の所有者に課税されてしまいま
すので、お早めに登記を済ませ
てください。

家屋を取り壊したら届け出を
家屋を取り壊した場合には、「家屋取り壊し届」を税務課へ提出してください。
※登記建物を取り壊した場合

※未登記建物を取り壊した場合

これらの手続きが行われない場合には、引き続き課税されてしまうこ
とがありますのでご注意ください。なお、「家屋取り壊し届」の用紙は税
務課にありますのでご連絡ください。
問い合わせ 税務課資産税係（内線２３３・２３４）

固定資産税を
課税する基準日は
１月１日です ①滅失登記をする 法務局から

市役所に通知

②滅失登記をしない 市役所に取り
壊し届を提出

市役所に取り壊し届を提出

現地確認
取り壊し
処理

取り壊し
処理現地確認
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市報ぎょうだ１月号配布方法の
お知らせ

新年の市報ぎょうだ１月号は、平成１９年元

日の新聞（朝刊）折り込みにより配布します。

なお、新聞を購読されていない方はお手数

ですが、元日からは市役所で、４日からは南河

原支所および各地域公民館に備え付けてありま

すので、お受け取りください。

ご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ 広報広聴課（内線３１８）

郷土博物館資料整理作業員募集

勤務場所 郷土博物館 勤務期間 平成１９年

１月～３月。週３日。 勤務時間 午前９時～午

後４時　 勤務内容 民俗資料（農具）の整理

募集人数 若干名　 応募資格 ２０歳～６５

歳の健康な方（できればカメラを扱える方、昔の

農具に詳しい方） 時給 ７５０円　 申し込

み・問い合わせ １２月２０日（水）までに履歴書

を持参のうえ郷土博物館へ ５５４―５９１１

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

〜
子
供
御
輿

み

こ

し

が
活
躍
〜

桜
ヶ
丘
自
治
会
（
内
田
愛
三
郎
会
長
）

で
は
、
（財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
て
い
る
「
平
成
18
年
度
宝
く
じ
助
成
」

を
受
け
て
子
供
御
輿
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
地
域
住
民

の
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促

進
と
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を

目
的
に
助
成
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

自
治
会
で
は
、
早
速
10
月
22
日
に
、

こ
の
御
輿
を
使
用
し
地
域
の
交
流
が
行

わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
大
き

な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

生
活
課
市
民
生
活
係
（
内
線
２
５
１
）

11
月
11
日
、
埼
玉
農
林
業
賞
の
表
彰
式
が
久
喜
市
総

合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、
埼
玉
地
区
の
竹
井
好
行
さ
ん

が
個
別
経
営
体
部
門
で
表
彰
さ
れ
、
上
田
知
事
か
ら
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
地
域
の
農
業
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る

農
業
者
や
集
団
組
織
に
送
ら
れ
る
も
の
で
今
回
が
28
回

目
。
竹
井
さ
ん
は
、
サ
ラ
ダ
ナ
と
し
ょ
う
が
の
専
作
経

営
農
家
で
機
械
化
の
積
極
的
導
入
と
雇
用
労
働
力
の
年

間
活
用
に
よ
り
、
ゆ
と
り
あ
る
農
業
経
営
を
実
現
さ
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
農
薬
・
化
学
肥
料
の
削
減
、
計
画
的

な
生
産
出
荷
、
作
業
環
境
の
改
善
な
ど
に
努
め
、
さ
ら

に
は
研
修
受
け
入
れ
や
栽
培
技
術
指
導
を
通
じ
て
野
菜

産
地
育
成
に
貢
献
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

県では災害時の避難勧告などの情報を住民に迅速に

伝えるため、「埼玉県防災情報メール」の配信を開始

しました。

配信情報

【気象注意報・警報】

気象庁の発表による気象注意報・警報

【震度情報】

登録市町村で発生した震度３以上の地震の震度など

【避難勧告等】

市町村が発令する避難勧告、避難指示、避難準備情報

【危機管理情報】

武力攻撃およびテロに関する情報

登録方法

①次のアドレスに空メールを送信する。

saitamaken@jijo.bosai.info

②登録用アドレス記載のメールが返送される。

③登録フォームにアクセスする。

④登録フォームに必要事項を入力する。

⑤登録完了

※県ホームページに登録方法が掲載されています。

http://saitamapref.bosai.info/bosaimail/index.html

費用 登録は無料。ただし、メール受信に係るパケッ

ト料金などの通信費用は利用者の負担となります。

問い合わせ 県危機管理防災部消防防災課 ０４８

―８３０―３１８０

上田知事から表彰を受けた竹井さん夫妻

竹
井
好
行
さ
ん
が
埼
玉
農
林
業
賞
を
受
賞

竹
井
好
行
さ
ん
が
埼
玉
農
林
業
賞
を
受
賞

防災情報メールの配信を開始しました

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

〜
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供
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輿

み

こ

し

が
活
躍
〜
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《加須市》
タイトル 不動ヶ岡不動尊總願寺の鬼追い豆まき式
内　　容 約３８０年の伝統を誇る勇壮な「鬼追い豆まき式」

が行われます。燃え盛る大たいまつを持った赤
鬼が火の粉を振りまきながら本堂回廊を激しく
駆け回り、その火の粉を浴びると厄除けになる
といわれ、毎年、無病息災・家内安全・商売繁
盛を祈願する大勢の参拝客でにぎわいます。ま
た、稚児練供養（ちごねりくよう）や加須とび
組合によるはしご乗り、消防音楽隊による演奏
のほか、地元の子どもたちによる山車の引き回
しや武州加須囃子（ぶしゅうかぞばやし）が祭
りの雰囲気を盛り上げます。

日　　時 平成１９年２月３日（土）【１回目】正午～
【２回目】午後４時～【３回目】午後８時３０分～

問い合わせ 加須市勤労商工課
０４８０－６２－１１１１（内線２７６）

《羽生市》
タイトル 第２４回藍のまち羽生さわやかマラソン大会の参

加者募集
内　　容 早春の羽生路を駆け抜ける羽生さわやかマラソ

ン大会の参加者を募集します。
日　　時 平成１９年３月１１日（日）午前９時３０分スタ

ート※雨天決行
場　　所 羽生中央公園陸上競技場
種　　目 ハーフ、１０km、５km
参 加 費 一般２,５００円、高校生１,５００円、中学生１,０００円
申し込み 所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、参加

費を添えて平成１９年１月３１日（水）までに大
会事務局へ持参または郵便振替もしくはランナ
ーズのCランテスでお申し込みください。

問い合わせ マラソン大会事務局（羽生市体育館内）
０４８－５６３－０１５０

《騎西町》
タイトル ふじの里マラソン大会＆騎西町駅伝大会
日　　時 平成１９年３月１８日（日）※雨天決行

①マラソンの部 午前９時スタート、②駅伝の部
正午スタート

場　　所 県立騎西高校グラウンド
種　　目 ①マラソンの部　ハーフ、１０km、５km

②駅伝の部 １.８km×５人（小学生男女）
３.０km×５人（一般・高校生・中学生男女）

参 加 費 ①マラソンの部２,０００円　②駅伝の部４,０００円
申し込み 平成１９年２月２日（金）（消印有効）までに所

定の用紙で振り込むか直接事務局へ
問い合わせ 総合体育館内マラソン実行委員会

０４８０－７３－７６１０

《北川辺町》
タイトル 「道の駅きたかわべ」
内　　容 広大な渡良瀬遊水地を一望できる絶好の場所に

あり、農産物直売所と農村レストランが入った
物産販売施設「いな穂」、ウォータースポーツや
レジャーの拠点となる「スポーツ遊学館」があ
ります。食事・買い物・休憩などにどうぞお越
しください。

問い合わせ 《物産販売施設「いな穂」（農産物直売所・農村
レストラン）》
【営業時間】午前８時～午後６時　※年中無休
（臨時休業あり） ０２８０－６２－５５５５　
※年末大売出しを開催予定です。
《スポーツ遊学館》
【開館時間】午前９時～午後５時
【休館日】月曜日（祝日は開館）、祝日の翌日、
年末年始 ０２８０－６１－２２９９
※自転車や双眼鏡のレンタル、シャワー室など
があります。

《大利根町》
タイトル 生涯学習フェスティバル
内　　容 日ごろの生涯学習の成果を多くの方に披露する

ため、生涯学習フェスティバルが開催されます。
入場は無料です。どなたでもご覧いただけます
ので、お気軽にお越しください。

日　　時 平成１９年１月２８日（日）
場　　所 アスタホール
問い合わせ 大利根町教育委員会生涯学習課

０４８０－７２－１３２３

～でかけませんかとなりまち～

エイズおよび性感染症検査

日時 【毎月第３月曜日】午後３時～４時および午後５時

３０分～６時３０分（ＨＩＶ検査のみ）【毎月第３火曜日】午前

９時～１０時（ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎・クラミ

ジア検査） 場所 加須保健所２階健康相談室　 内容 問

診・採血　 その他 予約制。匿名可。ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型

肝炎・Ｃ型肝炎は感染のおそれがある場合無料。結果は翌週

水曜日以降に本人に直接お渡しします。 問い合わせ 加須

保健所保健予防推進担当 ０４８０―６１―１２１７

下水道事業受益者負担金の納付をお忘れなく
～期限内納付にご協力をお願いします～

期限内納付が困難な場合は、納付相談をご利用

ください。また、負担金の納付には便利な口座振

替をご利用ください。

第３期納期限　１２月２５日（月）

問い合わせ 下水道課業務係 ５６４―０３０３

（前谷１―１水道庁舎内）
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保 健 案 内
保健センター　Tel.553－0053／Fax.555－2551

・診療科目……内科、小児科、外科　

・診療時間……午前１０時～午後５時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合わせください。

・行田中央総合病院 ５５３－２０００

・壮幸会行田総合病院　 ５５２－１１１１

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき

・行田市消防署　 ５５６－３００５

・埼玉県救急医療センター　 ０４８－８２４－４１９９

休日急患診療
期　　　日 医療機関名

１２月１７日（日）

１２月２３日（土）
行田中央総合病院

壮幸会行田総合病院　１２月２４日（日）

期　　　日

１月 ７日（日）

医療機関名

１月 ８日（月）

基本健康診査
個別健診は平成１９年２月２８日（水）まで受診できま

すので、各医療機関に申し込みください。なお、受診券が
必要となりますので、お持ちでない方は保健センターへ問
い合わせください。
集団健診の受け付けは終了しました。

平成18年度　健康セミナー
保健センターでは次の日程で「健康セミナー」を開催し

ます。健康は与えられるものではなく、自分で守り、自分
で育てていくものです。ぜひ、この機会に、ご自分の健康
づくりについて仲間と一緒に考えてみませんか。

場　　所 保健センター
対　　象 市内在住で健康づくりに関心のある方
定　　員 ３０人（先着順） 費用無料
申し込み 平成１９年１月１２日（金）までに保健センターへ

壮幸会行田総合病院　

１月１４日（日） 行田中央総合病院

日程・時間 内　　　　容

①
１月１５日（月）
午前１０時～正午

開講式　
「健康づくりは習慣づくり」
講師：加須保健所職員・保健師

②
１月３０日（火）
午後１時３０分
～３時３０分

「知っとく！納得！メタボリック症候群」
講師：医師

③
２月５日（月）
午前１０時～正午

「たのしく動いて健康づくり」
運動実習「家でもできる簡単らくらく運動」
講師：健康運動指導士

④
２月２０日（火）
午前１０時～正午

「身につけよう！歯やお口の健康法」
講師：歯科衛生士

⑤

⑥

３月５日（月）
午前１０時～正午

「食生活を見直して楽しく健康づくり」
グループワーク「バランスのよい献立を立ててみよう」
講師：管理栄養士

３月２０日（火）
午前１０時～正午

グループワーク「健康づくり－元気な今から取り組もう」
講師：保健師
閉講式

食生活改善推進員養成講座
飽食の時代といわれている今、食べ物の選び方で、健康に

も不健康にもなります。健康の視点から「食」について学ん
でみませんか。

回数 日　　時 内　　　　容

１
１月１５日（月）
午前１０時～正午

開講式オリエンテーション
健康づくりについて

２
２月１日（木）
午後１時３０分
～３時３０分

歯周疾患の予防
～歯の健康　おいしく食べるために～
講師：歯科衛生士

３
２月７日（水）
午後１時３０分
～３時３０分

生活習慣病予防の運動
～体を動かそう～
講師：健康運動指導士

４
２月１４日（水）
午後１時３０分
～３時３０分

コミュニケーションの取り方・人との関わり方・
聞き方話し方
講師：話し方講師

５
２月２８日（水）
午後１時３０分
～３時３０分

食品表示をよみとろう・食品の食べ残しについて
講師：関東農政局職員

６
３月７日（水）
午後１時３０分
～３時３０分

食品衛生について　～食べ物が毒に？～
講師：加須保健所職員

７
３月１４日（水）
午後１時３０分
～３時３０分

生活の中で取り組めるメタボリックシンドローム
の予防について　～健康な体とは～
講師：医師

８
３月２０日（火）
午前９時３０分
～午後３時

生活習慣病の予防～健康を保つための食を学ぶ～
食生活の考え方～食を実際に体験しよう！調理実習～
講師：管理栄養士

９
３月２７日（火）
午後１時～４時

食生活改善推進員の地区組織活動ってなあに？
講師：日本こども家庭研究所職員
閉講式

場　　所 保健センターほか
対　　象 自分自身のため、家族のため、地域の方のため

に食生活改善推進員としてボランティア活動を
する意欲のある女性の方

定　　員 ２０人（申し込み順）
費　　用 １,５００円（テキスト代・材料費）
申し込み １２月２８日（木）までに電話で保健センターへ

・対象者以外（平成１８年８月３１日以前に生まれて生後６月に達するまで
の間の子）でまだ受けていないお子さんはこの機会に受けてください。
・生後６月に達するまでに医学的に接種が不適当であると医師が判断した
乳児（心臓血管系、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患および発育障害など
の疾患を有する者など）について、医師による医学的判断がなされ1歳に
達するまでにBCG接種が可能な場合は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種

受付時間 午後１時３０分～２時２０分
場　　所 保健センター　　
持 ち 物 母子健康手帳

１２月２５日（月） 平成１８年９月１日～１５日生まれ

１月１０日（水） 平成１８年９月１６日～３０日生まれ

期　　日 対　象　者

こころの相談
ご希望の方は事前に電話で申し込みください。
期　　日 １２月１４日（木）・２１日（木）
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ウォーキング教室
みなさんはどのような歩き方をしていますか。この機会に

バランスのよい歩き方を学んで、日常のあなたの健康管理に
役立ててみませんか。
日　　時 １２月１５日（金）、１月１９日（金）、２月１６日（金）、

３月１６日（金）
午前１０時～１１時３０分

場　　所 保健センター
内　　容 毎日続けられるバランスの良い歩き方について

荷物があるときの歩き方のポイント、健康講話
担　　当 ヘルスケアトレーナー・保健師　ほか
定　　員 ２０人（定員になり次第締め切ります）
持 ち 物 健康手帳・室内履き・水分補給のできるもの
申し込み 電話または直接保健センターへ

犬のしつけ方教室
日　　時 平成１９年１月２５日（木）午後１時３０分～４時

（受付は午後１時～）
場　　所 羽生市民プラザ（羽生市中央３－７－５）
内　　容 犬と楽しく上手に暮らしていくための講義とデモ

ンストレーション、犬の健康管理についての講義
講　　師 埼玉県動物指導センター職員、行田・羽生狂犬病

予防協会所属獣医師
主　　催 行田・羽生狂犬病予防協会
定　　員 １５０人
費用無料
そ の 他 犬を連れての参加はできません。
申し込み １２月１５日（金）から

電話で保健センターへ

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み

の
少
量
化
を
図
る
た
め
、
不
用
に
な
っ

た
家
具
や
家
電
製
品
な
ど
、
ま
だ
使
え

る
も
の
の
仲
介
を
行
う
不
用
品
登
録
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
品
物
無
料
）

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登

録
さ
れ
て
い
る
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
老
人
用
乳
母
車
　
▽
学
習
机
　
▽
漬

物
石
　
▽
オ
ル
ガ
ン
　
▽
Ａ
型
ベ
ビ
ー

カ
ー
　
▽
冷
蔵
庫
　
▽
自
転
車
用
取
り

付
け
い
す
　
▽
ベ
ビ
ー
タ
ン
ス
　
▽
ベ

ビ
ー
ハ
イ
ロ
ー
チ
ェ
ア
ー
　
▽
室
内
用

す
べ
り
台
　
▽
ベ
ビ
ー
バ
ス
チ
ェ
ア
ー

▽
オ
ー
ブ
ン
電
子
レ
ン
ジ
▽
セ
ミ
ダ
ブ

ル
ベ
ッ
ド
（
新
品
）
▽
キ
ャ
ス
タ
ー
付

一
人
掛
け
用
い
す

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
大
人
用
自
転
車
（
26
イ
ン
チ
）
▽
ベ

ビ
ー
バ
ス
　
▽
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト
　
▽
大

型
げ
た
箱
　
▽
長
方
形
こ
た
つ
　
▽
全

自
動
洗
濯
機
　
▽
グ
リ
ル
付
ガ
ス
テ
ー

ブ
ル
　
▽
湯
沸
か
し
器
　
▽
電
子
ピ
ア

ノ
　
▽
光
ナ
ビ
付
キ
ー
ボ
ー
ド
　
▽
シ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
（
27
イ
ン
チ
）
▽
手
押

し
式
車
い
す
　
▽
抱
っ
こ
ひ
も
　
▽
ダ

イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
３
点
セ
ッ
ト
　
▽

エ
レ
ク
ト
ー
ン
　
▽
タ
イ
ヤ
（
１
９
５
―

60
ま
た
は
65
―
15
）
▽
子
供
用
ブ
ラ
ン

コ
　
▽
テ
レ
ビ
　
▽
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
課

５
５
６
―

９
５
３
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

５
５
３
―
０
７

９
２

不
用
品
情
報

保健センターの各種相談と催し ＊会場は保健センター 

名　　称 対　象　者 期　　日 時　　間 内　容　な　ど 

受付午後１時～１時３０分 ４カ月児健診は月２回実施しますが、対象者には事前にどちらか 
の日程で通知します。　 

 １月 ９日（火） 

 １月２３日 (火） 
平成１８年８月１５日～９月１４日 
生まれの子 

 １月１２日 (金） 平成１７年７月生まれの子 

 １月２５日 (木） 平成１６年６月生まれの子 

 １月１９日 (金） 平成１５年７月生まれの子 

受付午後１時３０分～２時  １月３１日（水） 事前に電話申し込みが必要です。 

受付午前９時４５分～１０時 
 １月１６日（火） 

 １月３０日（火） 
赤ちゃんとの遊びなどを通じた母親同士の仲間づくりの場です。 
２日間とも参加できる方。事前に電話申し込みが必要です。　 

午前９時３０分～１１時３０分 

午後１時３０分～３時３０分  １月１５日（月） 
小学校入学前の親子 育児に関する相談を保健師、栄養士がお受けします。 

事前に電話申し込みが必要です。 

 １月２２日 (月） 

 １月２６日 (金） 

小学校入学前の親子 
親子で遊んだり親同士が話をする場です。身長計、体重計が 
あります。市内のサークル情報など話題も豊富です。 
　 

平成１８年８月１５日～９月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

平成１８年６月１５日～８月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

受付午前１０時～１１時 

午前１０時～１１時  １月１７日（水） 健康に関する相談をしたい方 健康に関する食事や日常生活についての相談をお待ちしています。 
※糖尿病の相談はご予約ください。 

４カ月児健診  

１歳６カ月児健診 

２歳児歯科健診 

３ 歳 児 健 診  

離 乳 食 教 室  

コ ア ラ 教 室  

乳 幼 児 相 談  

親 子 広 場  

健 康 相 談  

年末年始の在宅当番医  （１２月３１日～１月３日） ＊診療時間　午前１０時～午後５時（歯科は午前１０時～正午） 

期　　日 医　療　機　関 電　話 当日の診療科目 

１２月３１日（日） 

１ 月 １ 日（月） 

壮幸会行田総合病院（持田） ５５２-１１１１ 内科、小児科、外科 

中野医院（本丸） ５５６-２０５６ 内科　 

耳鼻咽喉科細沼医院（向町） ５５６-３２８４ 耳鼻咽喉科 

ふじの歯科クリニック（長野）  ５５４-８１４８ 歯科 

壮幸会行田総合病院（持田） ５５２-１１１１ 内科、小児科、外科 

田代医院（向町） ５５３-２３５１ 内科　 

行田外科医院（忍） ５５６-６１２５ 外科 

期　　日 医　療　機　関 電　話 当日の診療科目 

１ 月 ２ 日（火） 

１ 月 ３ 日（水） 

行田中央総合病院（富士見町） ５５３-２０００ 内科、小児科、外科 

小林内科医院（谷郷） ５５２-０３６２ 内科　 

古田整形外科（緑町） ５５３-５２２１ 整形外科 

山田歯科医院（真名板）  ５５９-１５１５ 歯科 

行田中央総合病院（富士見町） ５５３-２０００ 内科、小児科、外科 

加藤内科医院（旭町） ５５６-３２５３ 内科　 

石井クリニック（下忍） ５５５-３５１９ 

５５３-５３９０ 

整形外科、リハビリ 

大澤歯科医院（忍）  歯科 
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【
相
談
事
例
】

事
例
１
（
40
歳
代
女
性
）

有
料
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
利
用
料
の
請
求
は
が
き
が
届
い
た
。
利
用

し
た
覚
え
が
な
い
の
で
、
は
が
き
に
書
か
れ
て
い
た
電
話
番
号

に
連
絡
し
た
ら
、「
利
用
料
未
払
い
に
つ
い
て
訴
訟
を
起
こ
す
予

定
だ
が
、
供
託
料
50
万
円
を
払
え
ば
訴
訟
取
り
下
げ
の
手
続
き

を
し
て
あ
げ
る
」
と
言
わ
れ
た
。
取
り
下
げ
が
終
了
し
た
ら
そ

の
50
万
円
は
返
す
と
言
う
の
で
、
住
所
、
名
前
や
電
話
番
号
を

伝
え
て
し
ま
っ
た
。

事
例
２
（
30
歳
代
女
性
）

「
電
子
消
費
者
料
金
未
納
」
と
い
う
は
が
き
が
届
き
、
は

が
き
に
書
か
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
連
絡
先
に
電
話
し
た
ら
、

電
話
に
出
た
弁
護
士
に
「
裁
判
の
た
め
の
供
託
金
が
必
要
」

と
言
わ
れ
た
の
で
、
50
万
円
を
振
り
込
ん
だ
。
そ
の
後
ま
た

弁
護
士
か
ら
、「
訴
訟
が
手
こ
ず
っ
て
い
る
。
財
産
が
差
押
え
に

な
る
と
全
財
産
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
、
い
っ
た
ん
手
持
ち
金
全
額
を
預
か
る
の
で
振
り
込

む
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

債
権
回
収
業
者
や
公
的
機
関
、
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
よ
う

に
名
乗
り
、「
電
子
消
費
者
料
金
未
納
請
求
」「
電
子
消
費
者
契

約
法
に
基
づ
く
請
求
」「
総
合
消
費
料
金
未
納
分
訴
訟
最
終
通
告
」

な
ど
の
通
知
を
は
が
き
で
送
り
つ
け
て
く
る
ケ
ー
ス
が
、
最
近

ま
た
県
内
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

そ
の
は
が
き
の
特
徴
は
、
①
い
つ
ど
の
よ
う
な
債
務
が
発
生

し
て
な
ぜ
請
求
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
請
求
金
額
が
は
が
き
に
明

記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
は
っ
き
り
し
な
い
　
②
訴
訟
番
号
や
法
律

の
名
称
、
法
律
用
語
な
ど
が
並
び
、
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
文

章
に
な
っ
て
い
る
　
③
訴
訟
を
起
こ
し
た
の
で
、
取
り
下
げ
た

い
な
ら
至
急
連
絡
を
す
る
よ
う
電
話
番
号
が
書
か
れ
て
い
る

（
ま
た
は
、「
書
か
れ
て
い
る
期
限
ま
で
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
訴

訟
に
な
る
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
は
が
き
は
不
安
に
思
っ
た
消
費
者
か
ら
連
絡
を
受

け
る
こ
と
を
狙
っ
て
、
手
当
た
り
次
第
に
出
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
そ
の
請
求
内
容
に
つ
い
て
身
に
覚
え
が
な
い
の
な
ら
、
連

絡
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
か
ら
連
絡
を
し
な
い
こ

と
が
最
大
の
防
御
と
な
り
ま
す
。「
身
に
覚
え
が
な
い
場
合
は
連

絡
を
」
と
書
か
れ
て
あ
る
の
で
電
話
を
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る

と
、
言
葉
巧
み
に
名
前
や
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
の
個
人
情
報

を
聞
き
出
し
、
訴
訟
を
取
り
下
げ
た
け
れ
ば
お
金
を
振
り
込
む

よ
う
脅
か
し
て
く
る
の
で
す
。
万
一
、
相
談
事
例
１
の
よ
う
に

個
人
情
報
を
伝
え
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
ま
ま
無
視
し

続
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

な
お
、
本
物
の
訴
訟
の
通
知
（「
支
払
督
促
」「
少
額
訴
訟
の

呼
出
状
」
な
ど
）
は
、
裁
判
所
か
ら
「
特
別
送
達
」
と
い
う
特
別

な
郵
便
に
よ
り
送
付
さ
れ
、
原
則
と
し
て
郵
便
配
達
人
が
直
接

名
宛
人
に
手
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
事
例
の
よ
う
に
は
が

き
で
郵
便
受
け
に
投
げ
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
振
り
込
み
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
金
融
機
関
で
も
怪

し
い
口
座
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
本
当
に
振
り
込
み
を
し
て
も
い
い

の
か
確
認
し
て
く
れ
る
こ
と
で
、
被
害
に
気
付
く
ケ
ー
ス
も
出

て
い
ま
す
。

な
お
、
不
明
な
点
や
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近

く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

０
４
８
―
７
３

４
―
０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

身
に
覚
え
の
な
い
支
払
請
求
の
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
と
い
う
相
談
が
、
近
ご
ろ
ま
た
県
内
で
急
増
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
架
空
請
求
に
対
し
て
は
、
自
分
か
ら
連
絡
し
た
り
せ
ず
、
毅
然

き

ぜ

ん

と
し
た
態
度
で
臨
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

相　　談 

法律（予約制） 

行政 

結婚 

 
消費生活 

内職 

人権 

税務 

水道料金の休日窓口 

水道料金の夜間窓口 

　　　　　日　　　　程 

１２月２６日（火） 

１２月１８日（月）、１月１５日（月）　　　　 

１月５日（金）・１２日（金）　　　　 

１２月１８日（月）・２１日（木）・２５日（月）・２８日（木）　 
１月４日（木）・１１日（木）・１５日（月） 

１２月１５日（金）・１９日（火）・２２日（金）・２６日（火）　 
１月５日（金）・９日（火）・１２日（金）　　　　　 

期間内の相談はありません　　　　 

１２月１９日（火）　　　　　　 

１２月２４日（日）、１月７日（日）　　　　 

１２月２６日（火）　 

場　　所 

 

 

市役所 

 

 

 
市役所 

市役所 

中央公民館 
（教育文化センター「みらい」内） 

水道庁舎（前谷） 

　 問い合わせ 

 

 
生活課 

（内線２５２） 

 

  商工観光課 

（内線３８３） 
 
人権推進課（内線２２１） 

関東信越税理士会行田支部 
　５５４－１４１１ 

水道業務課 
　５５３－０１３１ 

　　  時　　　　間　　　　 

午前９時～午後３時 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分　 

 
午前９時３０分～午後３時３０分 

午前１０時～午後４時 

　　　　　ー　　 

午後１時３０分～３時３０分 

午前８時３０分～正午 

午後５時１５分～７時 

（１２月１５日～１月１５日） 

くらしの 番情報
内
容
の
わ
か
ら
な
い
支
払
請
求
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一
般
書

・
市
場
浄
化
（
田
原
総
一
朗
）

・
住
宅
ロ
ー
ン
で
絶
対
ト
ク
す
る
本
（
小
栗
悟
）

・
カ
ラ
ス
は
な
ぜ
東
京
が
好
き
な
の
か
（
松
田
道
生
）

・
柚
子
の
あ
る
暮
ら
し
（
中
村
成
子
）

・
図
説
百
人
一
首
（
石
井
正
己
）

・
真
夏
の
島
に
咲
く
花
は
（
垣
根
涼
介
）

・
12
星
座
の
恋
物
語
（
角
田
光
代
）

・
ほ
た
る
（
北
原
亜
以
子
）

・
親
不
孝
通
り
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
（
北
森
鴻
）

・
10
ド
ル
だ
っ
て
大
金
だ
（
ジ
ャ
ッ
ク
・
リ
ッ
チ
ー
）

児
童
書
　

・
名
な
し
の
こ
ね
こ
（
と
り
ご
え
ま
り
）

・
魔
女
に
な
り
た
い
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
と
奇
妙
な
仲
間

た
ち
（
テ
リ
ー
・
ブ
ラ
チ
ェ
ッ
ト
）

・
サ
ン
タ
の
最
後
の
お
く
り
も
の
（
マ
リ
ー
＝
オ
ー

ド
・
ミ
ュ
ラ
イ
ユ
）

・
カ
ミ
さ
ま
全
員
集
合
！
（
山
本
孝
）

・
い
い
か
ら
い
い
か
ら
（
長
谷
川
義
史
）

・
ぼ
く
、
ふ
ゆ
の
き
ら
き
ら
を
み
つ
け
た
よ
（
ヴ
ァ

ネ
ッ
サ
・
キ
ャ
バ
ン
）

・
メ
ル
ロ
ー
ズ
と
ク
ロ
ッ
ク
き
み
と
で
あ
っ
た
ク
リ

ス
マ
ス
（
エ
マ
・
チ
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
）

▼
日
時

12
月
23
日
（土）
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
　

▼
内
容

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時

１
月
６
日
（土）
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
の
会

▼
日
時

12
月
16
日
（土）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

い
ば
ら
姫
、
な
し
売
り
仙
人
、
つ
ぐ
み
の

く
ち
ば
し
の
王
子
、
宝
島
（
計
60
分
）

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
日
時

12
月
24
日
（日）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

森
は
生
き
て
い
る
（
49
分
）

▼
対
象

小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

絵
本
を
介
し
て
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。
赤
ち
ゃ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
発
達
に
と
っ
て
親
子
の
語
ら
い
の
時
間

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

▼
日
時

１
月
９
日
（火）
・
23
日
（火）
午
後
１
時
受
付
開

始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

図
書
館
近
辺
を
散
策
し
て
、
季
語
を
見
つ
け
、
実

際
に
俳
句
を
作
り
、
図
書
館
に
戻
っ
て
「
句
会
」
を

経
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
【
第
１
回
】
１
月
28
日
（日）
、【
第
２
回
】
２
月

25
日
（日）
、【
第
３
回
】
３
月
18
日
（日）

各
回
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所

図
書
館

▼
講
師

松
田
浩
さ
ん
（
埼
玉
大
学
非
常
勤
講
師
）

▼
参
加
無
料

▼
対
象

俳
句
を
作
る
こ
と
に
興
味
が
あ
り
、
な
る

べ
く
３
回
参
加
で
き
る
方

▼
定
員

30
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

図
書
館

12
月
18
日
（月）
・
25
日
（月）
・
28
日
（木）
〜
１
月
４
日
（木）
・
９
日

（火）
・
15
日
（月）

＊
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ビ
デ
オ
や
Ｃ
Ｄ
は
、
破
損
防

止
の
た
め
、
開
館
時
間
内
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返

し
く
だ
さ
い
。

※
12
月
14
日
〜
22
日
に
貸
出
し
た
本
お
よ
び
12
月
21

日
〜
27
日
に
貸
出
し
た
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
は
１
月
５
日

ま
で
の
返
却
期
限
と
な
り
ま
す
。

子
育
て
中
の
今
、
興
味
深
い
タ
イ
ト
ル
に

ひ
か
れ
購
入
し
た
一
冊
で
す
。
こ
の
本
に
は
、

以
前
人
権
学
習
に
参
加
し
た
際
の
講
師
の
話

と
共
通
点
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。「
早
く
し

な
さ
い
」「
ど
う
せ
だ
め
な
の
ね
」
な
ど
の
禁

句
。
反
抗
期
対
策
と
し
て
「
自
立
的
な
反
抗

を
喜
ぶ
気
持
ち
を
も
つ
」「
い
き
な
り
怒
ら
な

い
」「
一
緒
に
親
も
考
え
て
、
判
断
し
た
り
納

得
さ
せ
る
」
な
ど
。

し
つ
け
で
は
、「
甘
え
さ
せ
る
と
甘
や
か
す

は
違
う
。
命
令
や
指
示
は
押
し
付
け
な
い
。

叱
る
と
き
は
本
気
で
叱
り
、
そ
の
後
は
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
と
り
、
た
っ
ぷ
り
の
愛
情
を
注

ぐ
。
励
ま
し
て
、
認
め
て
、
子
供
を
丸
ご
と

受
け
入
れ
る
こ
と
」
と
あ
り
ま
し
た
。

「
育
児
で
は
な
く
、
育
自
。
忍
耐
と
父
親
や

親
族
の
協
力
が
必
要
で
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
と

き
、
深
呼
吸
を
し
て
子
育
て
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。」
と
あ
と
が
き
に
あ
り
ま
し
た
。
子

育
て
に
奮
闘
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
強
い
味
方

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
子
ど
も
が
一
週
間
で
変
わ
る

親
の
「
こ
の
一
言
」』

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
映
画
会

俳
句
入
門
講
座

移
動
図
書
館
よ
し
き
り
号

開館時間 午前９時３０分～午後７時

お
は
な
し
会

休

館

日

子
ど
も
映
画
会

青
野
初
代
さ
ん
（
持
田
）

波
多
野
ミ
キ
　
著

※変更する場合があります。

12
月
15
日
（金）
 

南
河
原
小 

12
月
20
日
（水）
 

荒
木
小 

1
月
11
日
（木）
 

須
加
小 

1
月
12
日
（金）
 

埼
玉
小 



11
月
１
日
か
ら
16
日
ま
で
、
第
32
回
行
田
市

菊
花
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
ダ
ル
マ

作
り
や
福
助
作
り
な
ど
、
見
事
な
大
輪
の
菊
が

所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
大
勢

の
見
物
客
が
訪
れ
、
色
と
り
ど
り
に
咲
き
誇
る

作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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写
真
館

写
真
館

10
月
29
日
、
総
合
公
園
自
由
広
場
で
第
56
回

市
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
、
市
内
15
地
区
か
ら

集
ま
っ
た
多
く
の
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

青
く
澄
ん
だ
空
の
下
、
体
育
祭
日
和
と
な
っ

た
こ
の
日
行
わ
れ
た
の
は
、
三
種
混
合
リ
レ
ー

や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
運
び
リ
レ
ー
、
長
縄
跳
び
な

ど
18
種
目
。
優
勝
目
指
し
て
奮
闘
す
る
選
手
た

ち
に
応
援
席
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

優
勝
は
荒
木
地
区
で
、
10
連
覇
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

優
勝
目
指
し
て
奮
闘
市
民
体
育
祭

色
と
り
ど
り
の

作
品
が
並
ん
だ
菊
花
展

11
月
12
日
、
第
27
回
行
田
商
工
祭
・
忍
城
時

代
ま
つ
り
が
市
役
所
・
忍
城
址
周
辺
で
開
催
さ

れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
忍
城
水
攻
め
甲
斐
姫
の

武
勇
」。
忍
城
を
背
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
参
陣

式
で
は
、
横
田
市
長
が
城
代
成
田
長
親
に
、
本

市
出
身
で
女
優
の
高
松
あ
い
さ
ん
が
成
田
氏
長

の
娘
の
甲
斐
姫
に
ふ
ん
し
、
成
田
軍
対
豊
臣
軍

の
忍
城
攻
防
戦
を
再
現
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

武
者
行
列
や
火
縄
銃
演
舞
、
物
産
大
バ
ザ
ー
ル

や
展
示
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
忍
城
下
で
時
代
ま
つ
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

時
代
ま
つ
り
で

に
ぎ
わ
っ
た
忍
城
下

11
月
12
日
、
行
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
行

田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
主
催
に
よ
る
古
代
ロ
マ
ン
と
歴

史
絵
巻
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

時
代
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
は
、
市
民
体
育
館
跡
地
駐
車
場
を
出

発
し
、
水
城
公
園
や
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
、
古

代
蓮
の
里
、
忍
城
址
な
ど
、
古
代
か
ら
現
代
を

結
ぶ
歴
史
遺
産
を
巡
り
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は

秋
の
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、「
歴
史
の
ま
ち

行
田
」
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

歩
い
て
歴
史
遺
産
を
満
喫



11
月
19
日
、
市
民
体
育
館
跡
地
駐
車
場
で
行

田
市
消
防
団
特
別
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
秋
冬
の
火
災
が
多
く
な
る
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
、
消
防
団
員
の
士
気
を
高
め
、
団
結
を

図
る
た
め
、
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

消
防
団
は
方
面
隊
ご
と
に
整
列
し
、
田
代
昌

克
消
防
団
長
に
よ
る
観
閲
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
中
央
小
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
消
防

操
法
や
表
彰
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

水
城
公
園
に
場
所
を
移
し
、
消
防
ポ
ン
プ
車
の

一
斉
放
水
訓
練
と
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
空
中
消
火
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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11
月
14
日
、
横
田
市
長
が
市
内
の
花
き
園
芸

農
家
を
訪
れ
、
花
の
栽
培
状
況
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

訪
れ
た
の
は
埼
玉
地
区
の
戸
塚
一
太
郎
さ
ん

が
経
営
す
る
戸
塚
園
芸
。
戸
塚
さ
ん
は
親
子
三

代
に
わ
た
り
約
50
年
前
か
ら
花
の
栽
培
を
行
っ

て
お
り
、
現
在
シ
ク
ラ
メ
ン
の
出
荷
が
最
盛
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
作
柄
は
平
年
並
み

で
す
が
、
夏
の
気
温
が
高
か
っ
た
た
め
育
て
る

の
に
苦
労
し
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、
今
年
初
め

て
作
っ
た
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
香
り
の
舞

い
」
の
出
荷
を
予
定
し
て
お
り
、
市
場
で
人
気

が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

シ
ク
ラ
メ
ン
栽
培
農
家
を

横
田
市
長
が
訪
問

11
月
３
日
・
４
日
の
２
日
間
、
も
の
つ
く
り

大
学
で
は
第
６
回
碧
蓮
祭
が
開
催
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
や
模
擬
店
な
ど
が
並
び
ま
し
た
。

体
育
館
で
は
お
な
じ
み
の
マ
ン
ガ
ン
カ
ー
レ

ー
ス
の
ほ
か
、
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
に
よ
る

竹
と
ん
ぼ
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

子
供
た
ち
は
、
講
師
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が

ら
形
よ
く
竹
を
削
り
、
思
い
思
い
の
色
を
塗
っ

て
自
分
だ
け
の
竹
と
ん
ぼ
を
作
り
あ
げ
ま
し

た
。
完
成
す
る
と
距
離
を
競
い
飛
ば
し
合
う
な

ど
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
に
夢
中
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。 自

分
だ
け
の

竹
と
ん
ぼ
作
り
に
夢
中

火
災
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て

11
月
15
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
創
生
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
地
元
を
流
れ
る
川
の
清
掃

と
水
質
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
川
を
水
か
ら
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、

木
炭
を
使
っ
た
水
質
浄
化
装
置
を
同
月
６
日
に

設
置
し
、
水
質
が
改
善
さ
れ
て
い
る
か
調
査
す

る
と
と
も
に
、
川
の
清
掃
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

同
ク
ラ
ブ
は
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
今
回
11
月
11
日
に
行
わ
れ
た

第
２
回
「
川
の
日
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
関
東
大

会
に
お
い
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
。
来
年
１
月

に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
が
決
ま
り
ま
し

た
。
今
後
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

木
炭
を
使
っ
て
川
を
浄
化



20

学
校
の
授
業
や

運
動
会
な
ど
で
踊

っ
た
経
験
が
誰
に

で
も
あ
る
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
。
「
マ

イ
ム
・
マ
イ
ム
」

や
「
オ
ク
ラ
ホ

マ
・
ミ
キ
サ
ー
」

と
い
っ
た
代
表
的

な
曲
を
聴
い
て
、

昔
を
懐
か
し
く
思

い
出
す
人
も
多
い

で
し
ょ
う
。

昭
和
60
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
金
曜
会

は
、
現
在
18
人
で
月
４
回
金
曜
日
の
午
前
９
時

30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
主
に
忍
・
行
田
公
民

館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
に
親
し
ま

れ
て
い
る
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
す
が
、
実
は
想

像
以
上
に
ハ
ー
ド
な
運
動
と
い
え
ま
す
。
同
ク

ラ
ブ
で
は
２
時
間
の
練
習
で
踊
る
曲
は
30
曲
以

上
。
お
よ
そ
６
千
５
０
０
歩
も
ス
テ
ッ
プ
を
踏

む
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
曲
に
よ
っ
て
は
複

雑
な
足
の
運
び
や
隊
形
な
ど
、
常
に
頭
で
考
え

な
が
ら
踊
る
必
要
が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
し

か
し
、
上
手
う

ま

い
と
か
下
手
と
か
よ
り
も
楽
し
く

踊
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
る
と
い
う
同
会

で
は
、
練
習
を
欠
席
す
る
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
そ
う
で
す
。
軽
快
な
音
楽
に
合
わ
せ

て
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
姿
に

は
、
見
て
い
る
人
を
楽
し
く
さ
せ
る
力
が
あ
り

ま
す
。
世
界
の
国
や
地
域
に
伝
わ
る
曲
に
合
わ

せ
て
踊
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ま
る
で
「
世

界
旅
行
」
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
つ
な
が
る
「
輪
」
を
大

切
に
し
て
い
る
同
会
。
近
隣
市
町
の
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
を
招
待
し
て
行
わ
れ
る
行
田

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
主
催
の
「
ク
リ
ス
マ
ス

の
集
い
」
に
毎
年
参
加
す
る
な
ど
、
積
極
的
に

他
団
体
と
の
親
睦
し
ん
ぼ
く

を
図
っ
て
い
ま
す
。

指
導
を
し
て
い
る
広
瀬
董
子
さ
ん
は
、「
い

つ
ま
で
も
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
続
け
て
健
康
で

い
た
い
。
そ
し
て
若
い
人
に
も
参
加
し
て
も
ら

い
、
ク
ラ
ブ
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

石
久
保
房
江

５
５
５
―
０

１
１
５
ま
た
は
広
瀬
董
子

５
５
６
―
５
６

７
６

私
の
作
品

行
田
　
　
門
井
　
美
豫

さ
さ
ら
舞
ふ
杜も

り

を
大
き
な
月
の
ぞ
く

佐
間
　
　
根
岸
　
克
美

お
し
ゃ
べ
り
に
頷

う
な
ず

く
す
す
き
散
歩
路み

ち

谷
郷
　
　
内
田
　
　
茂

朝
寒
し
音
無
き
利
根
の
流
れ
か
な

谷
郷
　
　
斉
藤
　
　
勲

五
十
歩
を
百
歩
に
歩
む
花は

な

野の

径み
ち

富
士
見
町

お
お
ば
水
杜

木
犀
の
金
敷
き
つ
め
る
土
蔵
前

荒
木
　
　
秋
山
　
二
郎

動
か
ざ
る
山
を
転こ

ろ

が
す
芋
の
露

本
丸
　
　
諸
貫
　
節
子

秋
刀
魚

さ

ん

ま

焼
く
じ
ー
じ
ー
じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
潮
匂
ふ

須
加
　
　
矢
沢
　
初
枝

お
だ
や
か
に
コ
ス
モ
ス
揺
れ
て
野
良

の

ら

仕
事

南
河
原
　
三
沢
　
一
水

月
の
湯
に
還
暦

か
ん
れ
き

の
身
を
ほ
ぐ
し
け
り

壱
里
山
町

斉
藤
　
健
作

夕
霧
に
沈
む
山
家
や
木
曽
の
谷

持
田
　
　
太
田
　
保
夫

若
者
の
う
そ
な
き
瞳

ひ
と
み

天
高
し

俳
句

広
場

このコーナーに登場していただけ

る方・団体・作品を募集しています。

行田市本丸２－５・行田市役所広報広

聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。

金 曜 会

～フォークダンスで世界旅行～
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上
池
守
　
伊
藤
　
琴
子

杜
の
闇
夜
鳥
す
る
ど
き
神
の
留
守

る

す

埼
玉
　
　
萩
原
　
喜
代

雨
戸
繰く

る
夫
の
音
な
し
秋
の
雨

（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

今
月
は
水
墨
画
が
趣
味
と
お
っ
し
ゃ
る
佐
野

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

子
供
の
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で

学
生
時
代
に
は
先
生
に
指
名
さ
れ
、
手
本
と
し

て
友
達
の
前
で
絵
を
描
い
て
見
せ
た
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
っ
た
と
話
す
佐
野
さ
ん
が
、
本
格
的

に
水
墨
画
を
始
め
た
の
は
８
年
ほ
ど
前
だ
そ
う

で
す
。「
あ
る
と
き
水
墨
画
を
専
門
と
し
て
い

る
画
家
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
ボ
ケ
防
止
に
な
る
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

先
生
の
も
と
へ
週
１
回
ほ
ど
通
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
描
き
方
を
教
え
て
も
ら
う
と
い
う

よ
り
は
、
描
き
あ
げ
た
絵
を
見
て
も
ら
い
、
助

言
を
も
ら
う
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
先
生
の
絵
を

参
考
に
見
よ
う
見
ま
ね
で
練
習
し
た
も
の
で

す
」
と
話
す
よ
う
に
、
先
生
の
助
言
か
ら
上
達

の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
、
自
ら
腕
を
磨
い
た
そ
う

で
す
。

描
く
題
材
は
普
段
見
る
雑
誌
や
出
か
け
た
先

で
撮
っ
た
写
真
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。「
興
味
を
持

て
ば
ど
ん
な
も
の
で
も
描
き
ま
す
が
、
特
に
牡ぼ

丹た
ん

の
花
が
好
き
で
よ
く
描
き
ま
す
。
以
前
描
い

た
牡
丹
の
絵
は
、
東
京
の
美
術
館
で
行
わ
れ
た

展
覧
会
に
出
展
し
、
審
査
会
で
入
選
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
人
か
ら
評
価

を
得
る
こ
と
は
う
れ
し
い
し
、

今
ま
で
以
上
に
創
作
意
欲
が
わ

い
て
き
ま
す
」と
語
る
よ
う
に
、

入
選
の
喜
び
を
味
わ
っ
た
こ
と

で
水
墨
画
の
魅
力
を
改
め
て
実

感
し
、
さ
ら
に
向
上
心
を
持
っ

て
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

水
墨
画
は
墨
の
濃
さ
や
線
の

太
さ
で
遠
近
感
を
出
し
、
細
か
い
部
分
ま
で
注

意
を
払
わ
な
け
れ
ば
よ
い
作
品
に
は
な
ら
な
い

と
話
す
佐
野
さ
ん
は
、
よ
く
展
示
会
に
出
か
け

て
は
、
ほ
か
の
人
の
作
品
を
見
る
よ
う
に
し
て

い
る
と
の
こ
と
。「
上
手
な
絵
を
見
る
と
、
描

い
た
人
を
追
い
抜
く
実
力
を
自
分
に
つ
け
た
い

と
い
う
思
い
が
わ
い
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
描
い

た
人
の
心
境
を
想
像
し
な
が
ら
見
る
水
墨
画
は

面
白
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
今
後
は
一
人
で

も
多
く
の
方
に
水
墨
画
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

伊
藤
　
瑠
莉

る

り

ち
ゃ
ん
（
長
野
）

昌
司
・
久
美
子
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
12
月
５
日
生
ま
れ

「
人
の
痛
み
の
解
る
優
し
い
子
に
」

長
沢
ま
な
み
ち
ゃ
ん
（
門
井
町
）

功
和
・
有
子
さ
ん
の
長
女
　

平
成
17
年
12
月
28
日
生
ま
れ

「
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
」

國
島
　
啓
汰

け
い
た

ち
ゃ
ん
（
荒
木
）

将
司
・
み
ち
え
さ
ん
の
長
男

平
成
17
年
12
月
11
日
生
ま
れ

「
素
直
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
」

金
子
　
莉
桜

り

お

ち
ゃ
ん
（
谷
郷
）

靖
・
葉
子
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
12
月
23
日
生
ま
れ

「
優
し
く
素
直
な
子
に
」

今月は、平成18年2月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線318）

締め切りは12月28日（木）です。
抽選会は1月5日（金）の午後1時30分市役所203会議室

多
く
の
人
に
水
墨
画
の
魅
力
を
伝
え
た
い

佐
野
　
甚
一
郎
さ
ん
（
南
河
原
・
85
歳
）

『春』（シャドウボックス）
片寄　典子（富士見町）

山 柚希
ゆ ず き

ちゃん（左）・康希
こ う き

ちゃん（右）（行田）
祐司・洋子さんの長女・長男
平成１７年１２月１日生まれ
「仲良く元気に育て　双子姉弟」
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▼
日
時

12
月
31
日
(日)

午
後
10
時

〜
１
月
１
日
(月)

午
前
１
時
　
▼
場

所

忍
城
址(

郷
土
博
物
館)

鐘
楼

付
近
　
▼
内
容

鐘
つ
き(

先
着
１

千
人)

、
開
運
招
福
銭
プ
レ
ゼ
ン
ト

(

鐘
を
つ
い
た
方)

、
各
種
催
し
物

▼
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

(

内

線
３
８
２)

教
育
委
員
会
で
は
、
家
庭
の
教
育

力
向
上
を
目
指
し
、『
い
き
い
き
は

つ
ら
つ
子
育
て
研
修
会
』
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
就
学
前
児
童
の
保
護
者

な
ど
に
対
し
て
、
親
学
講
座
を
次
の

内
容
で
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間

平
成
19
年
１
月
〜
６
月

（
月
１
〜
２
回
開
催
・
全
10
回
）
※

第
１
回
は
１
月
26
日
（金）
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
▼
場
所

教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

▼
テ
ー
マ

親
学
の
め
ざ
す
も
の
・
子
育
て
の
意

義
と
喜
び
・
親
の
役
割
（
母
性
と
父

性
）
・
子
ど
も
の
脳
の
発
達
に
応
じ

た
関
わ
り
方
・
生
活
習
慣
と
し
つ

け
・
人
間
力
・
親
が
変
わ
る
・
心
を

聴
く
・
心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
・
心

を
伝
え
る
　
▼
募
集
人
員

10
人

▼
受
講
料

１
千
６
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

１
月
15
日
（月）
ま
で
に
ひ
と
つ
く

り
支
援
課
へ

５
５
６
―
８
３
１
９

▼
募
集
人
員

５
〜
10
人
　
▼
募
集

締
め
切
り

平
成
19
年
１
月
12
日
(金)

▼
活
動
内
容

市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
の
案
内
、
ガ
イ
ド
　
▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

(

内
線
３
８
２)

▼
日
時

平
成
19
年
１
月
28
日
（日）

正
午
開
場
　
午
後
０
時
30
分
開
演

▼
場
所

産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル

▼
出
場
団
体

19
団
体
　
▼
ゲ
ス
ト

行
田
市
音
楽
家
協
会
　
▼
入
場
無
料

▼
後
援

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会
、
行
田
市
文
化
団
体
連
合
会

▼
協
賛

（財）
行
田
市
産
業
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き
財
団
　
▼
問
い

合
わ
せ

長
谷
見
宅

５
５
７
―
２

６
４
７
ま
た
は
中
野
宅

５
５
６
―

５
４
０
９

▼
活
動
期
間

平
成
19
年
４
月
１
日

〜
平
成
20
年
３
月
31
日
（
更
新
可
能
）

▼
応
募
資
格

①
博
物
館
運
営
や
文

化
財
の
保
護
に
理
解
や
関
心
の
あ
る

方

②
月
２
日
以
上
（
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
の
範
囲
で
）
活
動
で

き
る
方

③
18
歳
以
上
の
方
　
▼
内

容

ガ
イ
ド
（
展
示
・
古
墳
群
の
説

明
と
ガ
イ
ド
）、
学
習
支
援
（
情
報

体
験
学
習
の
運
営
、
講
座
・
催
し
物

な
ど
の
補
助
、
図
書
整
理
な
ど
）、

環
境
整
理
（
公
園
内
植
栽
の
維
持
・

管
理
）
▼
募
集
人
数

50
人
　
▼
そ

の
他

12
月
15
日
（金）
・
16
日
（土）
午
前

10
時
30
分
か
ら
説
明
会
を
行
い
ま

す
。
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月
27
日
（水）
ま
で
に
県
立
さ
き
た
ま

史
跡
の
博
物
館
学
習
支
援
担
当
へ

５
５
９
―
１
１
８
１
　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
　h

ttp
://w

w
w
.s
a
kita

m
a
-

m
u
s
e
.s
p
e
c
.e
d
.jp
/

広告

行
田
ゆ
く
年
く
る
年

親
学
講
座
の
受
講
生

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
会
員

第
23
回
行
田
市
合
唱
祭

県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館

博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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▼
日
時

平
成
19
年
２
月
３
日
（土）
午

後
２
時
開
演
　
▼
場
所

教
育
文
化

セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル

▼
曲
目
『
く
る
み
割
り
人
形
』
ほ
か

▼
出
演

○
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
デ
ィ

ヴ
ェ
ル
タ
ー
ズ
（
東
京
芸
術
大
学
卒

業
生
を
中
心
と
し
た
12
人
編
成
）

○
石
倉
美
奈
さ
ん
（
語
り
）
▼
入
場

料

全
席
自
由
１
千
円
（
１
枚
で
２

席
ま
で
座
れ
ま
す
）
▼
チ
ケ
ッ
ト
発

売

12
月
19
日
（火）
か
ら
中
央
公
民

館
・
各
地
域
公
民
館
に
て
販
売
　
▼

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

５
５

６
―
２
６
４
９

▼
日
時

平
成
19
年
２
月
３
日
（土）
午

後
６
時
開
演
　
▼
場
所

教
育
文
化

セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル

▼
曲
目

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作
曲

『
四
季
』
よ
り
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

作
曲
『
ア
メ
リ
カ
』、
バ
ッ
ハ
作
曲

『
組
曲
第
２
番
』
ほ
か
　
▼
出
演

○
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
タ

ー
ズ
　
○
一
村
誠
也
さ
ん
（
フ
ル
ー

ト
）
▼
入
場
料

全
席
自
由
１
千
円

(

小
学
生
以
下
は
入
場
不
可)

▼
チ

ケ
ッ
ト
発
売

12
月
19
日
(火)
か
ら
中

央
公
民
館
・
各
地
域
公
民
館
に
て
販

売
　
▼
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

５
５
６
―
２
６
４
９

▼
日
時

①
平
成
19
年
１
月
18
日
・

25
日
、
２
月
８
日
　
②
平
成
19
年
２

月
22
日
、
３
月
８
日
・
15
日
の
木
曜

日
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

※
①
と
②
の
両
コ
ー
ス
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
　
▼
場
所

総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
２
階
調
理
実

習
室
　
▼
対
象

市
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
方
　
▼
定
員

12
人
（
先
着

順
）

▼
参
加
費

１
コ
ー
ス
１
千

５
０
０
円
　
▼
持
ち
物

エ
プ
ロ

ン
・
三
角
巾
　
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ

12
月
11
日
（月）
か
ら
電
話
で

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

５
５

７
―
５
４
０
０

▼
日
時

①
12
月
27
日
（水）
②
平
成
19

年
１
月
20
日
（土）
午
前
９
時
〜
午
後
１

時
　
※
①
と
②
の
両
方
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
　
▼
場
所

総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
中
庭
（
雨
天

の
場
合
は
第
一
研
修
室
）

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
各

回
20
人
程
度
）
お
よ
び
60
歳
以
上
の

高
齢
者
（
各
回
10
人
程
度
）

▼
参

加
費

30
円
（
保
険
代
・
当
日
徴
収
）

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月

11
日
（月）
か
ら
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
直
接
ま
た
は
電
話
に
て

５
５

７
―
５
４
０
０

イ
ブ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

『
室
内
楽
の
夕
べ
』

使用料は、水道の使用量から算定し、２ヵ月に１度、水道料金とあわせて徴
収します。納付には、便利な口座振替をご利用ください。

下水道一口メモ
下水道使用料

三
世
代
交
流
も
ち
つ
き
会

広告

高
齢
者
そ
ば
教
室

〜
自
分
で
そ
ば
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
〜

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

音
楽
物
語
「
く
る
み
割
り
人
形
」



▼
申
し
込
み

１
月
12
日
（金）
ま
で
に

次
の
い
ず
れ
か
の
高
等
技
術
専
門
校

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

０
４
８

―
６
５
１
―
３
１
２
２
、
中
央
高
等

技
術
専
門
校

０
４
８
―
７
８
１
―

３
２
４
１
、
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

５
３
２
―
６
５
５
９
、
春
日
部
高

等
技
術
専
門
校

０
４
８
―
７
３
７

―
３
５
１
１
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ

県
職
業
能
力
開
発

課

０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
９
８
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行田市産業・文化・ 
スポーツいきいき財団 

（財） 

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館  グリーンアリーナ 

申し込み・問い合わせ 

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

広告

患
者
さ
ん
へ
の
安
全
な
血
液
を
安

定
し
て
お
届
け
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時

12
月
26
日
（火）
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
　
▼
場
所

市
役
所

玄
関
前
　
▼
お
願
い

本
人
確
認
の

た
め
、
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証

な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
▼

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
社
会
福
祉
担

当
（
内
線
２
６
７
）

県
職
業
能
力
開
発
課
で
は
、
高
校

生
を
含
む
若
年
者
に
将
来
の
職
業
や

進
路
選
択
の
認
識
を
深
め
る
た
め
に

高
等
技
術
専
門
校
で
の
訓
練
科
目
の

実
習
体
験
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

平
成
19
年
１
月
13
日
（土）

▼
内
容

高
等
技
術
専
門
校
の
全
科

目
で
実
施
し
ま
す
。
も
の
づ
く
り
系

の
科
目
で
は
工
作
機
械
を
使
用
し
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ペ
ン
シ
ル
ス
タ

ン
ド
や
表
札
な
ど
を
製
作
し
ま
す
。

ほ
か
の
科
目
で
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
な
ど
の
パ

ソ
コ
ン
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
自
動
車

整
備
、電
気
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

県
立
高
等
技
術
専
門
校

体
験
入
校
の
参
加
者

集
団
献
血

▼
期
間

12
月
19
日
（火）
〜
24
日
（日）

▼
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
入
館
受
付
は
午
後
８
時
30
分
ま

で
）
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
　
▼

内
容

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
限

定
企
画
と
し
て
、
開
館
時
間
の
延

長
や
、
温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
・
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。
館
内
や
園
内
に
彩
ら
れ

た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
展
望
室

か
ら
の
す
て
き
な
夜
景
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
▼
入
館
料

大
人

４
０
０
円
、
小
人
（
小
・
中
学
生
）

２
０
０
円

▼
日
時

12
月
24
日
（日）
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
　
▼
場
所

古
代
蓮

会
館
休
憩
所
　
▼
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏

加
藤
栄
さ
ん
　
▼
入
館
料

大

人
４
０
０
円
、
小
人
（
小
・
中
学

生
）
２
０
０
円

▼
日
時

平
成
19
年
１
月
１
日
午

前
６
時
〜
10
時
（
入
館
受
け
付
け

は
午
前
９
時
30
分
ま
で
）
▼
場
所

古
代
蓮
会
館
　
▼
内
容

元
日
に

早
朝
か
ら
開
館
し
、
無
料
お
し
る

こ
サ
ー
ビ
ス
、
先
着
１
０
０
人
に

記
念
品
の
贈
呈
、
福
袋
の
販
売
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
日
の
出
の
時

間
帯
（
午
前
６
時
〜
７
時
20
分
）

の
展
望
室
利
用
は
、
先
着
70
人
ま

で
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
※

当
日
、
受
付
で
整
理
券
を
配
布
し

ま
す
。
▼
入
館
料

大
人
４
０
０
円
、

小
人
（
小
・
中
学
生
）
２
０
０
円

▼
日
時

平
成
19
年
１
月
27
日
（土）

午
後
１
時
30
分
開
演
　
▼
場
所

産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル
　
▼
出
演

桜
塚
や
っ
く
ん
、
前
田
健
、
猫
ひ

ろ
し
、
エ
レ
キ
コ
ミ
ッ
ク
、
ビ
ッ

ク
ス
モ
ー
ル
ン
、
ハ
マ
カ
ー
ン
、

ど
き
ど
き
キ
ャ
ン
プ
　
▼
入
場
料

全
席
指
定
　
Ａ
席
３
千
５
０
０
円

Ｂ
席
３
千
円
　
▼
前
売
り
開
始
・

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

12
月
16
日

（土）
午
前
９
時
か
ら
産
業
文
化
会
館

ほ
か
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発
売

（
電
話
受
け
付
け
は
翌
日
の
午
前
９

時
〜
）

キ
ラ
メ
キ
10
万
石
の
夜
景

〜
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
！

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
万
球
〜

ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

in
ク
リ
ス
マ
ス

迎
春
企
画
『
初
日
の
出
』

〜
タ
ワ
ー
か
ら
ご
来
光
〜

ぎ
ょ
う
だ

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
ら
い
ぶ

行田市の人口と世帯　　　　人口８８,３６４人　　男４４,０１７人　　女４４,３４７人　　世帯数３１,８３７世帯
（平成１８年１１月１日現在） 10月中の異動　出生６５人　転入等１８８人　死亡５１人　転出等２２８人
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▼
日
時

12
月
17
日
（日）
午
後
２
時

開
演
　
▼
場
所

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル
　
▼
出
演

行
田
音
楽
家

協
会
　
▼
曲
目

ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ

ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
、
故
郷
、
星

に
願
い
を
、
き
よ
し
こ
の
夜
　
ほ
か

▼
入
場
無
料
（
先
着
１
千
人
）

▼
日
時

平
成
19
年
１
月
13
日
〜

３
月
24
日
の
毎
週
土
曜
日
（
計
11

回
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
　
▼

場
所

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

▼
内
容

運
動
の
基
礎
（
歩
く
、

走
る
、
跳
ぶ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

な
ど
）
・
ボ
ー
ル
扱
い
の
基
礎

（
投
げ
る
、
捕
る
、
ド
リ
ブ
ル
、
パ

ス
な
ど
）
・
ボ
ー
ル
遊
び
（
ミ
ニ

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
な

ど
）
・
器
械
体
操
（
鉄
棒
・
跳
び

箱
・
マ
ッ
ト
運
動
な
ど
）
▼
対
象

市
内
在
住
小
学
生
（
１
年
生
〜
４

年
生
）
▼
定
員

50
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

１
千
１
０
０
円
　
▼

申
し
込
み

12
月
９
日
（土）
午
前
９

時
か
ら
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口

に
て
（
代
理
受
付
可
）。

▼
勤
務
場
所

行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
　
▼

勤
務
時
間

週
５
日
程
度
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
に
よ
り
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
た
は
午
後

１
時
〜
９
時
30
分
（
休
憩
１
時
間
）

▼
募
集
人
員

若
干
名
　
▼
時
給

１
千
円
　
▼
対
象

ト
レ
ー
ナ
ー

経
験
の
あ
る
方
ま
た
は
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
経
験
豊
富
な
方
（
経
験
者
優

遇
）
▼
申
し
込
み

12
月
20
日
（水）

ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口
へ

持
参
く
だ
さ
い
。
※
社
会
保
険

加
入

今
年
は
大
喜
利
「
な
ぞ
か
け
洒
落

問
答
」

▼
日
時

平
成
19
年
１
月
20
日
（土）

午
後
２
時
開
演
　
▼
場
所

商
工

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
　
▼
出
演

三

笑
亭
笑
三
さ
ん
　
ほ
か
　
▼
チ
ケ

ッ
ト

全
席
自
由
１
千
円
（
お
土

産
付
）

▼
日
時

平
成
19
年
１
月
13
日
（土）

午
後
１
時
〜
４
時
　
▼
場
所

古

代
蓮
会
館
研
修
工
作
室
　
▼
内
容

ラ
ン
を
用
い
た
寄
せ
植
え
を
作
る

と
と
も
に
、
来
年
も
花
を
咲
か
せ

る
管
理
方
法
を
学
ぶ
。
※
若
干
変

更
の
場
合
あ
り
　
▼
講
師

テ
ク

ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
教

員
　
▼
対
象

成
人
　
▼
定
員

30

人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費

３
千
円

（
保
険
料
・
材
料
代
）
▼
申
し
込
み

12
月
23
日
（土）
午
前
９
時
か
ら
同
館

窓
口
に
て

地
域
の
会
合
の
会
場
と
し
て
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
場
と
し
て
、
30
人

の
小
さ
な
部
屋
か
ら
１
８
０
人
の

研
修
室
ま
で
人
数
に
応
じ
て
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９

時
30
分
　
※
料
金
な
ど
く
わ
し
い
内

容
は
、
商
工
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務
室

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ス
マ
スコン

サ
ー
ト
　

広告

ラ
ン
の
寄
せ
植
え

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導

臨
時
職
員
募
集

市県民税・・・・・・・・４期　　　介護保険料・・・・・・・・６期
国民健康保険税・・・・・６期　　　納期限・・・・・１２月２５日（月）

今月の納税

わ
く
わ
く
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

拡
大
版

『
新
春
行
田
寄
席
』
の

チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

ご
利
用
く
だ
さ
い

商
工
セ
ン
タ
ー
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小松菜と豚肉の餃子

栄養成分（1人分）
エネルギー260kcal たんぱく質14.3g 脂質11.7g
炭水化物21.2g 塩分1.0g カルシウム222mg

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

…おなじみ野菜をひと工夫…

ぎょうだ 

大
坂
城
代
と
阿
部
家

153

作り方
①小松菜はきれいに洗い、みじん切りにする。塩少 (々分量外)を加え、よくもみ水分を
搾る。水を適量加えて、もう一度搾る。
②ボウルにひき肉・Ａを入れ練り、 とＢを加えてさらに練り混ぜ、餃子の皮で包む。
③熱したフライパンに油をしき、餃子を並べて焼く。焼き色がついたら、餃子の高さ
の1/4まで湯を注ぎ、ふたをして蒸し焼きにする。水けがなくなったら、皿に盛り
付ける。

材料（2人分）
小松菜…250g 豚ひき肉…100g Ａ【塩…小さじ1/3 コショウ…少々　生姜汁…
少々　酒…大さじ１】Ｂ【オイスターソース…大さじ1/2   ごま油…小さじ1/3】
餃子の皮…10枚　焼き油…適宜

豊
臣
秀
吉
が
築
い
た
大
坂
城
は
元
和
元
年
（
１
６

１
５
）
の
大
坂
夏
の
陣
で
落
城
し
、
天
守
閣
を
は
じ

め
、
す
べ
て
灰
燼
か
い
じ
ん

に
帰
し
ま
し
た
。
戦
後
、
幕
府
は

上
方
支
配
の
拠
点
と
す
る
た
め
大
坂
城
の
再
建
に
着

手
し
、
十
年
余
り
の
歳
月
を
か
け
て
幕
府
の
権
力
を

誇
示
す
る
巨
大
な
城
郭
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
大
坂
城
を
守
衛
す
る
現
場
の
最
高
責
任
者
が

大
坂
城
代
で
す
。
主
に
５
万
石
か
ら
10
万
石
程
度
の

譜
代
大
名
で
奏
者
番
や
寺
社
奉
行
を
勤
め
て
い
た
者

が
就
任
し
、
無
事
勤
め
上
げ
る
と
京
都
所
司
代
や
老

中
と
い
っ
た
要
職
に
登
り
つ
め
て
い
く
こ
と
か
ら
、

幕
府
内
の
出
世
コ
ー
ス
と
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
多

く
の
家
臣
を
連
れ
て
大
坂
に
赴
任
す
る
た
め
上
・

中
・
下
屋
敷
の
３
カ
所
を
与
え
ら
れ
、
城
代
自
身
は

二
の
丸
内
の
上
屋
敷
（
城
代
屋
敷
）
で
生
活
し
ま
し

た
。
忍
藩
主
阿
部
家
で
は
５
代
正
允
ま
さ
ち
か

、
６
代
正
敏
ま
さ
と
し

、

８
代
正
由
ま
さ
よ
り

の
３
人
が
城
代
を
勤
め
て
い
ま
す
。以
下
、

『
公
餘
録

こ
う
よ
ろ
く

』
の
記
載
に
よ
り
発
令
か
ら
着
任
ま
で
の

様
子
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

阿
部
正
允
は
宝
暦
12
年

（
１
７
６
２
）
12
月
９
日

に
城
代
就
任
を
命
じ
ら
れ

ま
し
た
。
直
ち
に
準
備
に

取
り
掛
か
り
、
家
臣
た
ち

へ
は
大
坂
に
持
参
す
る
武

器
や
馬
具
な
ど
の
準
備
が

命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
鎧
に

つ
い
て
は
１
０
０
石
以
上

の
家
臣
は
持
参
し
、
１
０

０
石
未
満
の
家
臣
の
う
ち
用
意
で
き
な
い
者
は
藩
か

ら
貸
し
与
え
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
も
当
時
、

藩
士
の
多
く
が
鎧
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
城
代
就
任
者
に
は
幕
府
よ
り
経
費
と

し
て
一
万
両
が
貸
与
さ
れ
、
正
允
も
受
け
取
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
10
年
賦
で
返
済
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
妻
子
を
大
坂
に
連
れ
て
行

く
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
正
允
も
同

行
さ
せ
て
い
ま
す
。
翌
年
３
月
大
坂
に
着
任
し
、
初

入
城
の
際
に
は
大
坂
勤
務
と
な
っ
た
家
臣
た
ち
を
引

き
連
れ
、
大
坂
町
奉
行
や
城
内
の
警
護
を
担
当
し
て

い
た
ほ
か
の
大
名
な
ど
が
出
迎
え
る
中
、
威
風
堂
々

と
入
城
し
た
よ
う
で
す
。

正
允
は
１
年
半
ほ
ど
城
代
を
勤
め
た
後
、
明
和
元

年
（
１
７
６
４
）
６
月
に
京
都
所
司
代
に
栄
転
し
ま

し
た
。
続
く
６
代
正
敏
も
天
明
４
年
（
１
７
８
４
）

５
月
に
城
代
に
就
任
し
ま
し
た
が
、
在
任
中
に
大
坂

で
死
去
し
ま
し
た
。
８
代
正
由
は
文
化
元
年
（
１
８

０
４
）
正
月
に
城
代
に
就
任
し
た
の
ち
、
京
都
所
司

代
に
栄
転
し
ま
し
た
。
な
お
、

写
真
の
拓
本
は
正
敏
が
城
代

在
任
中
に
、
大
坂
城
の
石
垣

に
仏
様
の
顔
が
浮
か
び
上
が

っ
た
と
し
て
採
集
さ
せ
た
も

の
で
、
正
敏
に
よ
る
由
来
書

を
添
え
て
長
久
寺
に
奉
納
さ

れ
た
も
の
で
す
。

（
郷
土
博
物
館
　
鈴
木
紀
三
雄
）

大坂城石垣の仏面石（長久寺所蔵）

小松菜は、これからが旬です。柔らかいものは、おひたし・あえ物に、少し硬くなったも
のは、いため物などに使い分けるとよいでしょう。小松菜は、カルシウムが多い野菜です。
カルシウムは、年齢男女の別なく必要な栄養素です。しかしその摂取量は、少ないのが現状
です。ぜひ、野菜・海藻・小魚・大豆製品・乳製品などを召し上がってください。
おなじみの小松菜を、飽きずに食べるために、餃子の具に加えてみました。にらよりもく

●

せ
●

がなく、塩でもんで加えるのでたっぷり食べることができます。お好みで、コチュジャン
などを加えてもよいでしょう。彩りよい餃子、ぜひ熱々をお召し上がりください。




